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農
業
・
農
村
振
興
に

つ
い
て

木
村 

祐
一 

議
員

熊本製粉㈱メガソーラ
設置状況

西
嶌 

隆
博 

議
員

合
志
市
中
小
企
業
等
振
興

基
本
条
例
に
つ
い
て

西
嶌　

合
志
市
中
小
企
業
等
振
興
基
本
条

例
の
取
り
組
み
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

商
工
振
興
課
長　

合
志
市
中
小
企
業
等
活

性
化
会
議
を
設
置
し
、
現
在
ま
で
10
回
の

会
議
を
開
催
。
平
成
23
年
度
に
産
業
実
態

調
査
を
実
施
し
、
市
内
中
小
企
業
等
に
実

態
に
応
じ
た
振
興
等
の
検
討
を
行
い
平
成

24
年
度
の
予
算
に
反
映
、
ま
た
、
今
年
度

は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
つ
い

て
集
中
的
に
検
討
。
物
品
購
入
等
に
つ
い

て
も
条
例
の
趣
旨
に
沿
い
、
受
注
機
会
の

増
大
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

西
嶌　

物
品
購
入
等
に
つ
い
て
、
2
年
前

と
の
比
較
と
2
年
間
の
取
り
組
み
の
推
移

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

今
年
度
の
発
注
率
に
つ
い
て

11
月
30
日
現
在
で
、
合
志
市
内
に
発
注
を

し
た
割
合
は
、
消
耗
品
関
係
で
、
57
％
、

修
繕
に
つ
い
て
3
分
の
1
、
施
設
修
繕
費

に
つ
い
て
83
％
、
委
託
料
に
つ
い
て
50
％
、

工
事
請
負
に
つ
い
て
85
％
、
備
品
購
入
費

に
つ
い
て
52
％
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

発
注
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
見
積
り
の
参

加
や
入
札
へ
の
参
加
と
い
う
形
で
こ
の
条

例
を
念
頭
に
お
い
て
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
状
況
で
あ
る
。

西
嶌　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

市
長　

例
え
ば
建
築
設
計
に
関
し
て
は
、

地
元
企
業
の
受
注
機
会
拡
大
の
配
慮
か
ら

地
元
優
先
で
発
注
し
て
い
る
。
ま
た
、
建

築
に
関
し
て
技
術
力
向
上
と
経
験
値
を
積

む
た
め
に
J
V
（
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体
）
に
変
え
た
、
価
格
に
つ
い
て
も
適

正
基
本
単
価
を
最
低
基
準
と
し
た
。
ま
た
、

地
元
に
優
先
し
て
発
注
す
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
今
後
は
、
地
元
企
業
の

育
成
、
振
興
の
観
点
か
ら
行
政
と
コ
ラ
ボ

を
組
ん
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
力
を

入
れ
、
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

と
な
っ
て
く
る
。

木
村　

合
志
市
に
お
け
る
現
時
点
で
の
農

業
事
業
者
数
と
昨
今
の
離
農
者
数
は
。

農
政
課
長　

2
0
1
0
年
の
農
林
業
セ
ン

サ
ス
で
は
農
業
従
事
者
数
1,
6
2
8
人
で

あ
り
、
2
0
0
5
年
で
は
1,
9
4
7
人
で

あ
る
。
比
較
し
て
3
1
9
人
の
減
に
な
る
。

木
村　

開
発
や
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
り

農
地
の
減
少
や
遊
休
農
地
の
増
加
が
危
惧

さ
れ
る
。
優
良
農
地
の
確
保
は
農
業
振
興

を
図
る
上
で
至
上
命
題
で
あ
り
、
農
家
や

組
織
の
方
々
が
農
地
集
積
を
図
り
な
が
ら

農
業
経
営
に
取
り
組
む
べ
き
と
感
じ
る
。

が
、
未
だ
基
盤
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い

地
域
も
あ
る
。
市
と
し
て
ど
う
思
う
か
。

国
、
県
の
政
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

農
政
課
長　

農
地
集
積
を
図
る
た
め
の
基

盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
の
動
向
と

し
て
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
施
設
園
芸
が
盛
ん
な
野
々
島

地
区
は
ハ
ウ
ス
補
償
等
の
問
題
が
あ
り
、

以
前
か
ら
進
め
て
い
る
合
生
地
区
圃
場
整

備
に
つ
い
て
も
受
益
者
の
合
意
形
成
が
で

き
ず
事
業
採
択
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

木
村　

将
来
の
農
業
を
見
据
え
た
場
合
、

ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
と
思
う
が
。

農
政
課
長　

今
後
も
地
権
者
の
方
々
の
同

意
と
国
県
の
補
助
事
業
を
得
な
が
ら
進
め

た
い
。

市
長　

何
か
方
法
と
い
う
か
、
面
積
緩
和

が
で
き
な
い
な
ら
ば
そ
れ
に
替
わ
る
緩
和

措
置
が
あ
る
か
県
と
話
し
た
い
。

木
村　

地
元
の
農
産
物
や
企
業
を
優
遇
す

る
条
例
が
I
S
D
条
項
で
問
題
化
を
指
摘

す
る
専
門
家
が
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も

優
遇
す
る
条
例
が
あ
り
、
今
後
の
成
り
行

き
次
第
で
は
断
固
反
対
す
べ
き
で
あ
る
が
。

市
長　

仮
に
T
P
P
が
例
外
な
く
規
制
緩

和
、
関
税
撤
廃
と
い
う
形
で
来
た
と
き
に
、

地
産
地
消
条
例
、
ま
た
は
中
小
企
業
等
振

興
条
例
は
廃
案
に
な
る
と
思
う
。
情
報
収

集
を
行
い
、
で
き
る
な
ら
地
方
公
聴
会
の

開
催
等
も
働
き
か
け
た
い
。
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濱
口 

正
暁 

議
員

合
志
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
と
自
主
財
源

の
確
保
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
！

濱
口　

昨
年
の
3
・
11
東
日
本
大
震
災
や

福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事
故
等
に
よ

り
、
持
続
可
能
で
安
心
・
安
全
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

県
の
計
画
が
先
月
の
10
月
策
定
さ
れ
た
が

当
市
の
現
状
と
今
後
の
計
画
は
。

環
境
衛
生
課
長　

合
志
市
と
し
て
は
住
宅

太
陽
光
発
電
が
主
に
な
る
。
平
成
22
年
度

か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
の
補
助
金
交
付
件

数
は
6
9
3
件
、
金
額
は
５,
1
4
2
万
で

設
置
出
力
は
今
年
度
分
で
1
戸
当
た
り

4
・
3
5
k
w
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

今
計
画
中
の
新
環
境
工
場
の
ボ
イ
ラ
ー
熱

利
用
で
の
発
電
も
検
討
し
て
い
る
。

政
策
部
長　

つ
い
先
日
竣
工
し
た
熊
本
製

粉
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
に
関
わ
る
企
業
等
を
通

じ
て
太
陽
光
発
電
以
外
に
、
小
水
力
や
風

力
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
調
査
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

商
工
振
興
課
長　

市
内
の
企
業
関
係
で
は

12
月
ま
で
の
稼
働
分
が
3
ヶ
所
、
来
年
以

降
稼
働
予
定
が
4
ヶ
所
合
計
7
ヶ
所
で
発

電
規
模
の
合
計
が
3,
7
6
0
k
w
の
出
力

と
な
っ
て
い
る
。

濱
口　

合
併
し
て
6
年
、
決
算
状
況
を
見

て
み
る
と
自
主
財
源
が
多
い
時
は
82
億
円

（
50
％
）、
少
な
い
時
は
64
億
円
（
35
％
）

と
凸
凹
は
あ
る
が
、
じ
り
貧
傾
向
に
あ
る
。

合
併
恩
典
に
よ
る
国
の
交
付
税
も
平
成
28

年
度
か
ら
減
ら
さ
れ
る
が
そ
の
対
応
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

財
政
課
長　

自
主
財
源
の
8
割
が
市
税
で

経
済
変
動
や
景
気
・
人
口
動
態
に
左
右
さ

れ
将
来
予
測
が
難
し
い
が
、
市
と
し
て
は

稼
げ
る
市
を
目
指
し
て
企
業
誘
致
を
は
じ

め
、
地
区
の
開
発
事
業
、
農
業
の
6
次
産

業
化
、
甘
草
等
の
特
産
品
開
発
な
ど
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
だ
い
ろ

ん
な
種
を
ま
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

市
長　

諸
施
策
を
や
る
上
で
土
地
利
用
計

画
の
規
制
緩
和
が
必
要
で
県
・
国
の
容
認

を
取
る
こ
と
を
最
重
点
課
題
と
し
て
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

坂
本 

武
人 

議
員

国
際
姉
妹
都
市
政
策
で

　
　

経
済
市
場
開
拓
を
！

坂
本　

合
志
市
は
国
内
外
問
わ
ず
姉
妹
都

市
締
結
の
経
験
は
な
い
が
、
分
権
自
立
を

目
指
す
潮
流
の
中
、
地
方
自
治
体
に
お
い

て
も
国
際
姉
妹
都
市
提
携
の
機
運
が
高
ま

っ
て
お
り
、
全
国
で
１
，6
3
2
件
、
熊
本

県
で
も
23
件
の
実
績
が
あ
る
。
特
に
経
済

を
主
眼
と
す
る
経
済
友
好
都
市
連
携
と
い

う
盟
約
の
あ
り
方
も
近
年
顕
著
で
、
東
南

ア
ジ
ア
を
中
心
に
そ
の
価
値
観
は
広
が
り

を
み
せ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
現
状
に
つ

い
て
実
態
の
把
握
、
あ
る
い
は
一
定
の
認

識
は
お
持
ち
か
伺
う
。

政
策
部
長　

傾
向
と
し
て
、
経
済
的
な
活

動
に
結
び
つ
い
て
い
る
事
例
の
多
く
は
、

既
存
の
姉
妹
都
市
提
携
に
お
け
る
文
化
的
、

教
育
的
な
友
好
親
善
交
流
を
長
年
継
続
し

た
上
に
成
り
立
つ
信
頼
関
係
を
基
準
に
、

経
済
分
野
に
協
定
範
囲
を
広
め
て
い
る
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

坂
本　

本
市
の
経
済
は
衰
退
の
一
途
で
あ

り
、
名
目
Ｇ
Ｃ
Ｐ
は
最
新
の
５
年
間
の
推

移
で
見
る
と
、
市
内
総
生
産
は
１
，7
5
2

億
円
か
ら
１
，3
4
3
億
円
、
製
造
業
に
関

し
て
は
、
6
8
6
億
円
か
ら
2
7
7
億
円
、

建
設
業
も
1
0
3
億
円
か
ら
62
億
円
と
い

う
よ
う
に
軒
並
み
縮
小
傾
向
に
あ
る
。
県

下
45
市
町
村
の
順
位
も
８
位
か
ら
10
位
に

後
退
し
て
お
り
、
更
に
10
年
間
の
経
済
成

長
率
を
計
算
す
る
と
約
40
％
マ
イ
ナ
ス
と

い
う
現
状
だ
。
反
転
成
長
路
線
に
転
ず
る

た
め
に
は
、
大
胆
な
発
想
の
転
換
が
不
可

欠
で
あ
り
、
併
せ
て
国
策
に
よ
る
Ｆ
Ｔ
Ａ

や
Ｅ
Ｐ
Ａ
等
、
自
由
市
場
経
済
圏
の
拡
大

方
針
は
変
え
が
た
い
状
況
の
中
、
一
刻
も

早
い
優
良
市
場
、
及
び
販
路
の
開
拓
は
急

務
で
あ
る
。
国
際
姉
妹
都
市
政
策
の
必
要

性
を
訴
え
る
が
市
長
の
見
解
や
い
か
に
。

市
長　

市
経
済
の
現
状
に
も
鑑
み
考
え
て

い
き
た
い
が
予
算
も
伴
う
も
の
で
あ
る
か

ら
、
ま
ず
は
25
年

度
予
算
化
す
る
観

光
物
産
振
興
協
会

の
中
で
、
国
内
の

市
場
も
含
め
て
協

議
し
て
い
く
方
向

で
考
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。
他

の
様
々
な
施
策
と

合
わ
せ
て
時
間
も

か
か
る
と
思
う
が

頑
張
っ
て
み
た
い
。

T
P
P
と
地
方
条
例
に
つ
い
て

。

ぐ

ほ

全国の姉妹都市提携数
平成24年12月31日現在

42 33136都道府県

567 3241,206市・区

244 41290町・村

853 3981,632合　計

提携自治体数 複数提携自治体数提携件数自治体区分


